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よ
り
高
度
な
安
全
・
安
心
を
追
求
す
る

京
王
電
鉄
の
２
０
０
６
～
２
０
２
０
年

度
の
営
業
キ
ロ
当
た
り
の
設
備
投
資
合
計

は
47
億
円
/
㎞
（
関
東
大
手
民
鉄
７
社
平

均
は
32
億
円
/
㎞
）
で
あ
り
、
こ
の
間
、

調
布
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
や
ホ
ー

ム
ド
ア
・
転
落
防
止
固
定
柵
の
設
置
、
Ａ

Ｔ
Ｃ
化
、
耐
震
補
強
、
京
王
ラ
イ
ナ
ー
の
導

入
な
ど
、
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
投
資

を
行
っ
て
き
た
。

一
方
、
運
賃
水
準
に
つ
い
て
は
、
消
費
税

率
変
更
に
よ
る
も
の
を
除
い
て
１
９
９
５
年

以
降
値
上
げ
せ
ず
、
１
９
９
７
年
に
は
値
下

げ
も
行
い
、
鉄
道
業
界
で
は
最
安
水
準
の
運

賃
を
維
持
し
て
き
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
々
の
行
動
変
容

に
よ
り
移
動
機
会
や
移
動
距
離
が
減
っ
た
こ

と
で
、
鉄
道
事
業
は
輸
送
人
員
が
急
激
に
減

少
し
、
厳
し
い
事
業
環
境
が
続
く
。
２
０
２

０
年
度
輸
送
人
員
は
２
０
１
８
年
度
対
比
で

マ
イ
ナ
ス
33
％
、
２
０
２
２
年
度
も
マ
イ
ナ

ス
20
％
程
度
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
で
発
表
さ
れ
た
中
期
３
カ
年
経
営
計
画

で
は
「
日
本
一
安
全
で
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
鉄

道
」
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
安
全
や
安
心
の

追
求
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
ダ
イ
ヤ
改
正

ま
ず
、
３
月
12
日
に
実
施
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ

改
正
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
通
常
列
車
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
特
急
・
準
特
急
の
名
称
を

「
特
急
」
に
統
合
し
、
お
客
さ
ま
の
乗
車
機

会
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
新
宿
～
調
布
間

の
停
車
駅
に
笹
塚
・
千
歳
烏
山
を
追
加
し
た
。

調
布
方
面
と
都
営
新
宿
線
方
面
の
往
来
に

は
、
調
布
方
面
を
起
点
と
し
従
来
の
特
急
を

利
用
し
た
場
合
、
明
大
前
で
各
駅
停
車
に
乗

り
換
え
、
さ
ら
に
笹
塚
で
都
営
線
方
面
の
列

車
に
乗
り
換
え
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
改
正

後
は
笹
塚
で
の
乗
り
換
え
の
み
と
な
り
、
ア

ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
お
客
さ

ま
に
分
か
り
や
す
く
し
た
。

ま
た
、
平
日
ダ
イ
ヤ
で
は
、
相
模
原
線

（
下
り
）
に
お
い
て
、
夕
方
～
夜
の
調
布
駅

で
の
乗
り
継
ぎ
を
改
善
し
て
待
ち
時
間
を
な

く
し
、
所
要
時
間
を
短
縮
さ
せ
た
。

土
・
休
日
ダ
イ
ヤ
で
は
、
動
物
園
線
に
お

い
て
12
分
間
隔
の
運
行
の
時
間
帯
を
従
前
の

14
時
～
15
時
台
か
ら
10
時
～
18
時
頃
へ
と
拡

大
し
、
外
出
機
会
創
出
に
つ
な
げ
た
。

「
分
か
り
や
す
さ
や
利
用
し
や
す
さ
な
ど

を
重
視
し
て
、
利
便
性
向
上
や
外
出
機
会
の

創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
力
し
た
」
と
同

社
の
執
行
役
員
で
あ
る
加
藤
慎
司
鉄
道
事
業

本
部
計
画
管
理
部
長
は
説
明
す
る
。

２
０
１
８
年
に
運
行
を
開
始
し
た
有
料
の

座
席
指
定
列
車
「
京
王
ラ
イ
ナ
ー
」
は
、
停

車
駅
の
追
加
、
さ
ら
な
る
増
発
な
ど
で
サ
ー

執行役員 鉄道事業本部 計画管理部長

加藤慎司
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特
集
：
環
境
変
化
に
適
応
し
進
化（
深
化
）す
る

　
　
　
鉄
道
と
沿
線
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
［「
豊
か
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
追
求
す
る
京
王
電
鉄
の
取
り
組
み
］

取
材
・
文
◉
茶
木 

環
（
作
家
／
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
提
供
◉
京
王
電
鉄
株
式
会
社

安
全
・
安
心
を
深
化
さ
せ
る

新
た
な
鉄
道
サ
ー
ビ
ス

列
車
や
駅
で
の
事
件
・
事
故
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行
に
よ
り
、

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
公
共
交
通
事
業
者
へ
の
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

ハ
ー
ド
整
備
の
要
請
レ
ベ
ル
は
高
ま
り
、
京
王
電
鉄
も
設
備
投
資
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
業
界
最
安
水
準
の
運
賃
を
維
持
す
る
な
ど
、

鉄
道
事
業
者
と
し
て
経
営
努
力
を
続
け
て
き
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
堅
調
に
推
移
し
て
き
た
輸
送
人
員
は

大
幅
に
減
少
し
、
人
々
の
行
動
変
容
も
進
み
、

輸
送
需
要
は
以
前
の
水
準
に
は
戻
ら
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、
公
共
交
通
機
関
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、

安
全
で
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
行
っ
て
い
る
か
。

そ
の
最
前
線
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伝
え
る
。
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特集：環境変化に適応し進化（深化）する鉄道と沿線サービス
［「豊かで魅力的なまちづくり」を追求する京王電鉄の取り組み］

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
お
客
さ
ま
の
利
便
性
向

上
を
図
っ
た
。
平
日
で
は
停
車
駅
に
明
大
前

を
追
加
し
井
の
頭
線
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

向
上
さ
せ
た
ほ
か
、
20
時
台
・
21
時
台
の
橋

本
行
の
所
要
時
間
を
短
縮
し
た
。
土
・
休
日

で
は
新
宿
行
を
既
存
の
２
本
に
加
え
４
本
増

発
、
ま
たM
t.T
A
K
A
O

号
を
通
年
運
行
と

し
、
新
宿
か
ら
都
心
方
面
や
高
尾
山
口
方
面

へ
の
外
出
機
会
創
出
に
つ
な
げ
た
。

「
車
内
環
境
が
密
に
な
ら
な
い
着
席
へ
の

ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
座
席
指
定
列
車

を
増
発
し
た
。
ま
た
、「
特
急
」
に
関
し
て

は
停
車
駅
を
増
や
し
、
沿
線
内
と
都
心
方
面

と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
っ
た
。
今
回
の
ダ

イ
ヤ
改
正
に
関
し
て
は
、
座
席
指
定
列
車
、

通
常
列
車
と
も
お
客
さ
ま
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
」
と
加
藤
部
長
は
語
る
。

５
０
０
０
系
車
両
の
増
備

そ
し
て
、
京
王
ラ
イ
ナ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
拡

充
を
図
る
た
め
、
今
年
度
に
は
新
た
に
座
席

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
を
備
え
た
５
０
０
０

系
新
造
車
両
が
導
入
さ
れ
る
（
10
両
１
編

成
）。
こ
れ
ま
で
も
京
王
ラ
イ
ナ
ー
で
使
用

さ
れ
る
車
両
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
／
ク
ロ
ス

シ
ー
ト
の
転
換
座
席
で
用
途
に
よ
っ
て
使
い

分
け
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
座
席
の
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

利
用
者
か
ら
も
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
を
求

め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
、
車
両
メ
ー
カ
ー
の
技

術
協
力
を
得
て
、
日
本
初
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン

グ
機
能
付
き
の
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
／
ク
ロ
ス

シ
ー
ト
車
両
の
導
入
が
実
現
し
た
。

「
京
王
ラ
イ
ナ
ー
の
導
入
時
は
ド
リ
ン
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
お
客
さ

ま
の
声
で
導
入
し
た
。
車
内
で
の
過
ご
し
方

も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
き
、
快
適
な
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
加
藤
部
長
は

語
る
。

非
常
時
に
対
応
す
る
た
め
の
安
全
施
策

２
０
２
１
年
10
月
に
京
王
線
布
田
駅
～
国

領
駅
間
を
走
行
中
の
車
内
で
発
生
し
た
傷
害

事
件
で
は
逼
迫
し
た
状
況
の
中
、
乗
務
員
や

駅
係
員
が
迅
速
な
対
応
を
取
り
、
お
客
さ
ま

が
避
難
し
た
。
京
王
電
鉄
で
は
、
こ
の
事
件

か
ら
課
題
を
抽
出
し
て
対
応
策
を
打
ち
出
し

て
い
る
。

ま
ず
、
乗
務
員
は
非
常
時
に
は
即
座
に
お

客
さ
ま
を
避
難
誘
導
す
る
必
要
が
あ
り
、
非

常
事
態
を
想
定
し
た
対
応
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

追
加
し
た
。
具
体
的
に
は
異
常
を
認
識
し
た

場
合
は
最
寄
り
駅
に
停
車
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
た
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
駅
に
つ
い

て
は
、
列
車
ド
ア
と
ホ
ー
ム
ド
ア
の
位
置
が

ず
れ
て
い
て
も
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
速

や
か
に
列
車
ド
ア
を
開
け
て
避
難
経
路
を
確

保
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
非
常
時
に
は
お
客
さ
ま
に
協
力
い

た
だ
く
こ
と
で
安
全
を
確
保
で
き
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
非
常
通
報
器
、
非
常

用
ド
ア
コ
ッ
ク
、
ホ
ー
ム
ド
ア
非
常
開
ド
ア

ボ
タ
ン
な
ど
お
客
さ
ま
が
使
用
す
る
可
能
性

の
あ
る
非
常
用
設
備
に
つ
い
て
は
、
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
等
を
活
用
し
て
視
認
性
向
上
を
図
っ

2018年から運行を開始した京王ライナー
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て
い
る
ほ
か
、
車
内
ド
ア
上
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
使
用
方
法
を

紹
介
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
非
常
時
に
早
期
に
状
況
を
把
握

で
き
る
よ
う
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
伝
送
機
能
を

持
つ
車
内
防
犯
カ
メ
ラ
と
ホ
ー
ム
上
防
犯
カ

メ
ラ
を
全
車
両
・
全
駅
に
設
置
を
進
め
て
い

る
（
２
０
２
３
年
度
末
完
了
予
定
）。

加
藤
部
長
は
「
安
全
確
保
の
た
め
、
鉄
道

会
社
に
お
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
整
備
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
お
客
さ
ま
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
よ
り
安
全
な
鉄
道

輸
送
を
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。
そ
う
し
た
意
識
が
必
要
な
時
代
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
駅
を
整
備

ホ
ー
ム
ド
ア
は
利
用
者
が
10
万
人
以
上
の

駅
な
ど
に
設
置
し
て
お
り
、
現
在
８
駅
が
完

了
し
て
い
る
。

加
藤
部
長
は
「
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
料

金
制
度
が
設
け
ら
れ
ホ
ー
ム
ド
ア
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
施
設
整
備
が
加
速
化
す
る
中
で
、

連
続
立
体
交
差
事
業
と
の
関
連
で
時
間
を

要
す
る
駅
も
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
早
期
に

全
駅
に
設
置
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
完
了
し
て
い

る
が
、
老
朽
化
や
車
い
す
を
ご
利
用
の
お
客

さ
ま
を
は
じ
め
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
ご
利
用
の

お
客
さ
ま
へ
の
対
応
の
た
め
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
大
型
化
も
検
討
し
て
い
く
」
と
説
明
す
る
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
も
全
駅
で

す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
頻
度
が

高
い
駅
で
は
２
ル
ー
ト
目
の
整
備
も
進
め
て

い
く
。

「
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
も

駅
の
大
き
な
魅
力
な
の
で
、
快
適
に
利
用
で

き
る
駅
に
し
て
い
き
た
い
」（
加
藤
部
長
）

踏
切
を
解
消
す
る
連
続
立
体
交
差
事
業

京
王
電
鉄
で
は
、
東
京
都
・
世
田
谷
区
・

渋
谷
区
・
杉
並
区
と
と
も
に
連
続
立
体
交
差

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
京
王

線
の
笹
塚
駅
～
仙
川
駅
間
約
７
・
２
㎞
の
区

間
を
高
架
化
し
て
、
25
カ
所
の
踏
切
を
除
却

す
る
と
と
も
に
７
カ
所
の
都
市
計
画
道
路
を

立
体
化
す
る
も
の
で
、
踏
切
事
故
や
交
通
渋

滞
の
解
消
、
分
断
さ
れ
て
い
た
地
域
の
一
体

化
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
に
よ
り
鉄
道
と

バ
ス
の
円
滑
な
接
続
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
は
「
踏
切
の
解
消
や
待
避
線
整
備
に

よ
っ
て
列
車
運
行
の
速
達
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
」
と
加
藤
部
長
は
言
う
。

ま
た
、
代
田
橋
駅
・
明
大
前
駅
・
下
高
井

戸
駅
・
桜
上
水
駅
・
上
北
沢
駅
・
芦
花
公
園

駅
・
千
歳
烏
山
駅
を
高
架
駅
と
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
各
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
。
現
在
は
用
地
取
得
と
並
行
し
て
工
事
を

進
め
て
お
り
、
２
０
３
１
年
３
月
ま
で
の
完

成
を
予
定
し
て
い
る
。
駅
の
高
架
化
に
よ
っ

て
高
架
下
ス
ペ
ー
ス
に
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
よ
う
な
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。「
地
域
の
方
々
か
ら
の
期
待
も

大
き
い
。
グ
ル
ー
プ
企
業
だ
け
で
は
な
く
、

長
期
的
に
み
て
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
な
施
設
の
入
居
等
も
考
え
て
い
き
た

事業区間 約 7.2㎞

廃止される踏切（25カ所）

鉄道（在来線）

鉄道計画道路
（完了）
鉄道計画道路
（計画）

鉄道（計画線）

凡例

京王八王子方面

調布3・4・17号線

仙川
補助第217号線

環状第8号線

世田谷区画街路第4号線
補助第215号線

補助第133号線

補助第128号線
補助第154号線

京王井の頭線
放射第23号線

新宿方面

玉川上水
環状第7号線補助第216号線

千
歳
烏
山
駅

芦
花
公
園
駅

下
高
井
戸
駅

八
幡
山
駅

上
北
沢
駅

桜
上
水
駅

明
大
前
駅

代
田
橋
駅 笹

塚
駅

仙
川
駅

上／ホームドア　中央／転落防止固定柵
下／連続立体交差事業の工事風景

右上／京王ライナーの車内。左上／増備する5000系にはリクライニング機能付きシートを導入

連続立体交差事業の全体像
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特集：環境変化に適応し進化（深化）する鉄道と沿線サービス
［「豊かで魅力的なまちづくり」を追求する京王電鉄の取り組み］

い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
沿
線
の
価
値
向
上
に

つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
、
お
客
さ
ま
が
増
え

て
、
最
終
的
に
は
京
王
グ
ル
ー
プ
の
長
期
的

な
発
展
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
」
と

加
藤
部
長
は
将
来
的
な
ま
ち
の
姿
を
視
野
に

入
れ
て
事
業
を
語
る
。

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
策

全
国
で
自
然
災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
京

王
電
鉄
は
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
抜
か

り
が
な
い
。
地
震
に
関
し
て
は
耐
震
補
強
工

事
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
大
雨

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
高
尾
線
や
動
物
園
線

で
の
土
砂
崩
壊
に
よ
っ
て
一
時
的
に
列
車
が

運
休
し
た
こ
と
も
あ
り
、
線
路
脇
斜
面
を
防

護
す
る
工
事
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
、
河
川

に
近
い
車
両
基
地
に
留
置
す
る
車
両
が
水
没

す
る
こ
と
へ
の
危
機
感
を
強
め
た
。
大
雨
の

被
害
に
よ
っ
て
電
車
が
運
休
す
る
事
態
を
回

避
す
る
た
め
、
車
両
の
疎
開
訓
練
も
実
施
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
の
降

灰
に
よ
る
被
害
も
想
定
し
て
い
る
。
降
灰
に

よ
り
軌
道
回
路
の
支
障
、
ポ
イ
ン
ト
転
換
不

良
等
の
事
象
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
線
路
に

積
も
っ
た
灰
を
除
去
す
る
徐
灰
カ
ー
ト
を
３

台
導
入
し
、
危
機
に
備
え
て
い
る
。

「
想
定
外
の
レ
ベ
ル
の
災
害
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
台
風
で

も
風
雨
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
や
対
応
を
充
実

さ
せ
て
、
安
全
の
遵
守
と
可
能
な
限
り
安
定

し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
加
藤
部
長
は
説
明
す
る
。

環
境
対
策
等
で
社
会
と
の
共
生
を
図
る

省
力
化
を
目
指
し
た
対
策
と
し
て
は
、
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
、
土
木
構
造
物
や
電
気
設
備
の

検
査
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｆ
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
装
置
へ
の
更
新
や
、
車

両
の
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
駅
構
内
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

を
推
進
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
ほ
か
新
た
な
移
動
機
会
の
創
出
策
と

し
て
、
他
社
線
と
連
携
し
た
企
画
乗
車
券
や

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
子
育
て
世
帯

に
向
け
て
は
京
王
ラ
イ
ナ
ー
の
大
人
・
小
人

の
２
席
セ
ッ
ト
割
引
券
「
こ
ど
も
と
い
っ

し
ょ
割
」
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
企
画
が
生

ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
ニ
ア
世
代
向
け

に
京
王
線
・
井
の
頭
線
が
乗
り
放
題
と
な
る

「
シ
ニ
ア
全
線
パ
ス
」
販
売
の
実
証
実
験
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
先
が
読
め
な
い
状
況
の
中
で
、
鉄
道
部

門
は
安
全
・
安
心
を
最
重
視
し
な
が
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
空
気
感
が
強
ま
っ
て
い

る
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
柔
軟
な
姿
勢
で
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
、
こ

の
流
れ
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
し
て
い
き
た

い
」と
加
藤
部
長
が
意
欲
的
に
語
る
よ
う
に
、

京
王
電
鉄
は
今
日
も
新
た
な
都
市
鉄
道
の
あ

り
方
を
模
索
し
な
が
ら
前
進
し
て
い
る
。

下・右下／車内や駅構内の警備

上／車内防犯カメラによる撮影
イメージ
右／車内防犯カメラ

上・下／暴漢対処訓練の様子


